
１０月号 
令和 6 年(2024 年) 

10 月 22 日 

 

  

 

 

表現する力の育成をめざして 
 
今年度も、算数科を窓口に、子どもの思考や表現する力を促す数学的活動を充実させ、日常生活と算

数をつなぐ授業展開を工夫し、授業改善を目指しています。そこで、｢表現する力｣をつけていくために、

｢まとめ｣｢適用問題｣｢振り返り｣の時間の確保や再構築の時間の充実を図り、各教科において、｢読む・書

く・話す・聞く｣の言語力向上のための活動をさらに日常的に継続し、習慣化を目指します。 

６年生算数科「文字を使った式」 

 

 

 

 

 

 

 
６年生では、１学期に「文字を使った式」の学習をしました。日常生活では文字を使う式はあまりないよう

に感じますが、実は文字を使わなくても、考え方としては身近にたくさんあることに気が付きました。このよう

に、算数科においても、「日常生活と算数をつなぐ」ことを大切にしながら取り組みを進めています。 
 

学びの系統表 
 右に示している表は、算数科「数と計算」領域の「数」の学習系統表です。ほかにも「加法・減法」「乗法・

除法」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」についての系統表があります。これらを見ると、今学習

していることがどこ

につながっている

のか、復習すると

きにはどこに戻れ

ばよいかがすぐに

わかります。学校

では、子どもたち

が分からない問題

に出合ったとき、こ

れまでに学習した

中で使えそうな知

識や考え方はない

かと考え、既習内

容を想起して結び

つけられるように、

学習内容の系統

や関連の理解を深

め、つながりを意

識した指導をより

めざしていきます。 

多 賀 小 学 校 

のびのび学習だより 
 

 
課題把握 
自力解決に進むために、みん
なで課題把握を丁寧にしてい
ます。 

 
自力解決 
自分が考えたことを文章や絵図
で整理し、自分の考えを表現で
きるようにします。 

 
交流 
友達の考えを聞くことによって、
自分の考えが深まったり、新たな
視点が生まれたりします。 



子どもの学習を調整する力 
 子ども自身が自分の学習を見直し、改善していく力。このような力をつけていくためには、学校の授業とと

もに家庭での学習習慣の定着が欠かせません。そこで今年度も多賀中学校の定期テスト前の期間を『家

庭学習がんばろうウィーク』として宿題や自主勉強を計画的に行う強化週間にする予定です。ご家庭でもお

声かけをいただくなどご協力をお願いいたします。（後日お便り配布） 

 

自主勉強ノートの紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

低学年はまず、家庭学習に丁寧に取り組み、学習習慣を確立することが大切です。中･高学年は、

自分自身の学習を振り返り、苦手なものや授業で習ったことで練習の必要なもの、復習・予習など

計画的に学習を積み重ねることが大切です。また、興味のあることを探求することもおすすめし

ます。自分自身で学習する力は簡単に身につくものではありません。『継続は力なり』です。 

自主勉強

でも学習

の前にめ

あてをも

って取り

組めると

いいです

ね。 

「めあて」か

ら始まり、最

後は「ふりか

えり」で終わ

ると何を学

んだのかが

わかると思

います。 

調べて書くだ

けでなく、こ

こでもポイン

トとして、自

分が考えたこ

とを書いて

います。 

自分が大

事だと思

うところ

をポイン

トとして

書き加え

ていま

す。 

自主勉強では、学校

で学習したことを復

習するだけでなく、

日常生活の中での

疑問や興味があるこ

とを調べてみるのも

いいですね。 

絵や図を用いると、わ

かりやすくなります。 

学習したことを、今

後の生活に生かして

いくことが、とても

大切であり、良い学

びになっていると言

えます。 


